
 

申 請 事 業 名  新磯健康づくりポイント事業（ＡＫＰ４８） 【 № １ 】 

申 請 団 体  新磯地区介護保険事業所等連絡会 

事 業 目 的 等 

〇新磯地区の介護保険事業所等で取り組む徒歩での外出をサポートする情報を発信

することで、誰もが安心して外出できるよう役立ててもらうこと。 

〇ポイントラリーの実施を通じて、こどもから高齢者まで新磯地区の様々な人達の

健康づくりに役立ててもらいながら、地域を知ってもらうこと。 

交 付 決 定 日 令和３年 ６月２３日 

交 付 決 定 金 額 390,000 円 （全体事業費 390,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 

〇高齢者をはじめとして誰もが安心して外出できるような介護保険事業所等で取り
組む徒歩での外出をサポートする情報を発信する持ち歩き用マップ（新磯健康づ
くりポイントカード）を 8,000 枚作成した。 

〇こどもから高齢者まで新磯地区の様々な人達の健康づくりに役立ててもらうポイ
ントラリーを実施した。 

 

◆事業成果◆ 
〇コロナ禍で外出が制限された中、子供から高齢者までの新磯地区の様々な人達が

ポイントラリーに参加したことで、幅広い年代の地域住民の健康増進に寄与する

ことができた。 
 
◆自己評価◆ 

〇参加者の健康増進に寄与することができたとともに、参加者へ地域資源（協力事
業者 31 店舗）を周知ができ、地域にとって大変意義のある事業になった。 

市 評 価 
〇本事業をきっかけして、コロナ渦でありながら、新たな人の流れを起こし、地域

資源の再認識や地域住民の健康増進に繋げたことを高く評価する。今後、自立に

向けた取組の実行に努めていただき、末永く事業が継続されることを期待したい。 

備 考  

令令和和 33 年年度度  新新磯磯地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

申 請 事 業 名  相武台下駅前イルミネーション事業 【 № ２ 】 

申 請 団 体  新磯観光協会 

事 業 目 的 等 

〇これまで事業の開催がなかった冬季に相武台下駅において明るさと賑わいを創出

するととともに地区内の観光をPRすることで新たな観光客の誘致につなげること

を目的とする。 

また、地域コミュニティの活性化を図る。 

交 付 決 定 日 令和 ３年１１月 ５日 

交 付 決 定 金 額 700,000 円 （全体事業費 715,202 円） 

団 体 実 績 報 告 

◆事業実績◆ 

〇相武台下駅前イチョウの木等へのイルミネーション設置・点灯 
（点灯期間：令和３年１１月２７日～令和４年２月１８日 １６時～２２時） 
〇駅前駐車場に新磯地区観光写真の展示 

 
◆事業成果◆ 
〇新磯地区の玄関口であるJR相武台下駅において明るさと賑わいを創出するととも

に観光を PR することで新たな観光客の誘致に繋げることを目的としているが、イ
ルミネーションの設置及び新磯地区観光写真の展示により駅前の活性化と地区内
外に新磯地区の観光スポットを PRすることが出来た。 

 
◆自己評価◆ 
〇事業実施にあたり、銀杏の木の剪定等 JRとの調整事項があったが、JR の協力もあ

り、スムーズに事業実施することができた。また、昨年度はコロナ禍により、点
灯式イベントの中止や点灯時間を短縮するなどしたが、今年度はコロナウイルス
感染対策を徹底した上で、点灯式イベントを開催することが出来た。また、イル

ミネーションの設置及び新磯観光写真の展示をすることにより、駅前の活性化や
地区内外への観光 PR、地域コミュニティの活性化を図ることができた。 

市 評 価 

〇新磯地区においては、1年を通じ各種おまつり等の観光事業があるが、冬について
は観光事業がない中、新たな観光事業を実施し、観光客の誘致及び地域コミュニ

ティの活性化を図る目的でJRの協力のもと地区の玄関口である相武台下駅前にイ
ルミネーションの設置、新磯地区観光写真の展示をすることとなり、今年で 3 年
目となった。コロナ禍での開催ではあったものの、感染症対策をしっかり実施し、

点灯式も実施することができた。 
 また、相模線開業 100 周年を記念して汽車のイルミネーションを新たに設置する

など地域の特色を生かした事業となっており、期間中は多くの見物人が訪れ、地

域コミュニティの活性化と地区内外への観光 PRにつながる事業となった。 

備 考  

 


